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＜事業概要＞ 

成年後見制度の新たな担い手となる市民後見人の育成及びその活用を図るための法人後見事業を実施する法人を
支援し、被後見人等の権利と財産を守ることで、障がい者や高齢者が安心して生活できる環境をつくる。 

成年後見制度法人後見支援事業 

（H27年度予算  委託料：1,400千円  補助金：4,000千円） 

＜事業内容＞ 
○市民後見人養成講座、フォローアップ研修 
  後見業務を適正に行うことができる市民後見人を育成するため、基礎的知識を習得する養成講座を行う。 
  また養成講座修了後は、より専門的なフォローアップ研修を実施する。（熊本市社会福祉協議会に委託）  
  （参考）受講生・・・平成25年度-16人、平成26年度-14人、平成27年度予定-20人 
 

○法人後見事業 
  平成27年度から熊本市社会福祉協議会が実施する「法人後見事業」に対し、財政的支援及び助言を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜イメージ図＞
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同じ地域に暮らす住民として被後見人（本人）
と同じ立場で、身上看護に重きを置いた支援
を行う。 

＊後見業務の実施 
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 □ 目  的  在宅の障がいのある方に自然や地域社会と触れ合う機会を提供し、また、小中学生や地域住民等との交流を通じて、障がいのある  
                             方々の立場の理解・啓発を目的とする。 
 □ 期  日  平成27年11月上旬を予定 
 □ 内  容  熊本市内の史跡や施設の見学及び熊本市内の小学生との交流 
          ※現在、教育委員会指導課と協議中 

 平成27年度熊本市障がい者レクレーション開催事業 

                 

第14回くまもと障がい者スポーツ大会 

□ 目   的    熊本市に在住、在勤の障がい者とその家族がスポーツを通じ、健康の増進及び相互の親睦を深めるとともに、熊本市民 の障がい者に  
          対する理解を深め、併せて障がい者スポーツの振興を図ることを目的とする。 
□ 期   日  平成27年10月17日（土） 9：30～開会式 10:00～競技開始 
□ 会   場  熊本県民総合運動公園パークドーム熊本 
□ 参加者   約1,000人 
□ スケジュール  
    １） 7月中旬～末日・・・参加申込受付、担当者会議 
    ２） 8月初旬～9月初旬・・・プログラム校正、手引書作成、ボランティア募集  
          ３） 9月中旬～10月上旬・・・プログラム・手引書印刷、発送、担当者会議 

 □ 目     的     この大会は、スポーツが生活をより豊かにするという視点に立ち、障がいを有する選手が、競技等を通じスポーツの楽しさを体験し、ま 
            た、競技力の向上を図るとともに、熊本県民、熊本市民の障がいに対する理解を一層深め、障がい者の社会参加促進に寄与することを 
                             目的とする。 
                          なお、この大会は、10月に和歌山県で開催される第15回全国障がい者スポーツ大会「２０１５紀の国わかやま大会」の熊本県・熊本市代 
            表選手決定の参考となる。 
 □ 主  催  熊本県・熊本市 

第36回熊本市障がい者大運動会 

イベント等の開催予定について 資料2-3 
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  障がいの有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う共生社会を目指し、障がい者に対する市民の理解の促進を図ることを目的
として、障がい者への理解促進のための啓発を行う。 
  

 平成２７年度熊本市障がい者理解促進事業 

                 

イベント等の開催予定について 

 ◆障がい者サポーター制度の推進                 
[障がい者サポーター制度のイメージ図] 

知る機会の提供 交流する機会の提供 

理解促進 

サポーター研修会 

出前講座 

市職員向け研修 
商品コンクール 

ワークショップ 

サポーター通信 

○障がいや障がい者についての積極的な理解 
○暮らしの中でのちょっとした配慮の実践 
○ボランティア活動や、イベントなどへの参加 
○地域社会での障がい者サポーター制度の普及活動 

実践（サポート） 

障がい者サポート 
企業・団体の認定 

 ◆心の輪を広げる体験作文・障害者週間のポスターコンクール 

（１）障がい者サポーター研修会開催 

 著名人や各障がい分野の専門家を講師に講演会を開催するとともに、障がい者
サポーター制度及び「障がい」についての説明・解説を行う。年3回程度。 
 ＜H26実績＞ H26年 9月 「発達障がいについて」 
                     浦田裕之氏 （熊本県私学特別支援相談員） 
               12月 「We are シンセキ！人生はOh！ドラマチック！」 
                     山本シュウ氏 （NHKバリバラ司会） 
            H27年 3月 「車いすを体験してみよう」 
                     日隈辰彦氏 （ヒューマンネットワーク熊本代表） 
（２） 出前講座・市職員向け研修実施 
 
（３）障がい者サポート企業・団体の認定 

 障がい者サポーター制度の推進に協力的な企業や団体を「障がい者サポート企
業・団体」として認定する。   ＜H26実績＞  ８団体 
 
（４）ワークショップ 

 障がい者サポーター及び障がい当事者によるワークショップを開催する。 
 
（５）障がい者施設商品コンクール開催 
 障がい者施設の商品コンクールを開催し、商品力の向上を図る。 
 
（６）サポーターへの情報提供（サポーター通信） 
 障がい者サポーター登録者へメール、郵送、FAX、HP等を用いて障がいに関する
情報提供を行う。 

 障がい者に対する理解促進を図るため、市民を対象に「心の輪を広げる体験作文」「障害者週間のポスター」を公募し、優秀作品を表彰する。 
 
   ＜スケジュール＞  募集 ： 7月1日～9月上旬      表彰 ： 12月上旬（障害者週間中を予定） 

H27.2.5 
ワークショップ 
開催風景 
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第41回熊本市・熊本市精神科病院会共催スポーツ大会 

 □ 目     的     スポーツ大会を通し、精神科病院に入院及び通院中の方々の健康増進と相互の親睦を深めるとともに、社会復帰の一助とすることを目 
          的として開催するもの。 
 □ 主  催  熊本市・熊本市精神科病院会 
 □ 種  目  ミニバレーボール 
 □ 期  日  平成27年10月14日（水） 
 □ 会  場  熊本市総合体育館 大体育室 
 □ 参加者   約300人 

イベント等の開催予定について 

地域自殺対策強化事業における自殺予防に関する啓発 

 □ 目     的     自殺の現状や精神疾患、アルコール関連問題との関係について、正しい理解と相談先を広く周知することを目的とする。 
 □ 期日・内容 未定（自殺予防週間（9月）、アルコール関連問題啓発週間（11月）、自殺対策強化月間（3月）に加え、若年層（40歳未満）を対象とした 
          啓発事業を予定 

過去の大会の様子 

平成26年度自殺予防週間啓発の様子 
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